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１．中学生・高校生の子どもがいるので、県立高校の実態や大学生

の奨学金・ブラックバイトなどのお話はとても興味深かったです。

日本の教育における予算立ては理解に苦しむ状況は変わらず、社

会を担っていく子どもの教育予算は希望あるものであってほしいと

強く思います。

教育署名に関わって何年かたちますが、今年もできる限り関わっ

ていきたいと思います。良い動きに結びつくことを願っています。

２．いつもと違う会で、高校生まで

個人を責任して教育でいじめて良い

のか、国がめんどうみなくてどうす

る。 おこっているおばさんより

３．参加者が少なかったのは当日の天候もあり残念でしたが、今ま

でにない報告が聞けとても良かったです。高校削減問題はわけのわ

からないランク付け、夢も希望も持てない高校生活を送ることにな

る子どもたち。多くの人に聞いてほしいと思いました。

また、今回、初めての大学生の報告。不満はあるけど環境を変え

た経験が無い、周りに相談することもなかなかしない、というより

できない。奨学金は受けるがその後の支払いなどあまり知らせられ

ずに借りているなどの現実。

また現在奨学金を返済している青年からの発言には、政治のひど

さを感じました。取り立ての厳しさ、保証人もいないし、返済も出

来ないときは法的措置をとる・・・。彼が「安心して学べる奨学金

をぜひ実現してほしい。これは未来への投資」という言葉に拍手が

ありました。私も大きく拍手しました。ぜひ多くの署名を集めたい

と思いました。

４．小倉さんのお話から感じたのは、高校改革は、高校現場の息苦しさです。中学でも生徒や保護者に説

明し、消化するだけで精一杯の学校現場のような気がします。その陰で、奥のねらいが進行している恐ろ

しさを感じました。経済界の都合の良い教育をするというのは、育鵬社の教科書記述でいうと、教育を受

ける権利の「将来、国家を支え、社会で活躍できるだけの教育を､国が配慮しなければならない。」という､

本末転倒の内容とそっくりです。人間らしい生き方をするための教育ということが、まったくない改革に

は、危機を感じ､恐ろしいです。

また、大学生の話からは、学校教育で、労働者の権利は教えるけれど、環境を変える経験、社会に働き

かけている大人に出会う機会、をつくるというのが大切なことを痛感しました。青年たちにとって､ 40 代
親世代にそのような体験がなかなか無いのかもしれません。ちょってでも働きかけた見本となる大人は､ど

こに居るのか・・・・。青年とともにこの課題を追求していく必要性を感じました。

大学生、青年も意見表明
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６．市単位でこのような取り組みができるということ自体すばらしいと思う。

高校連絡会も同署名に取り組んでいますが、いつも藤沢の会の方が多く、元教員としてはなさけなく思

っています。 ぜひこれからもよろしくお願いします。

７．今回も僕自身でも勉強になることばかりでした。お呼び頂きありがとうございます。

お話 ： 穂積匡史(ほづみまさし)弁護士
日時：9月22日(木)秋分の日 13：30～16：00
会場：藤沢市民会館 第二展示ホール
☆☆☆ ご参加ください。 ☆☆☆ ☆資料代 500円

５．国立大学の授業料が１ヶ月千円だった 1970 年代。学費の高い私立との差を解消するためにと持ち出さ
れた１ヶ月三千円への学費値上げ。「私立に比べたら安すぎる」「値上げといってもたかが三千円」「在学生

の分は値上げしない。君たちは千円で変わらないんだよ。反対する必要はないんじゃないの」・・・。さま

ざまな分断とともに強調されたのが、受益者負担。利益を受けるものが負担するのは当然と。

年間一万二千円だった学費が、今はおよそ年間 54 万円。45 倍！家が貧乏だから大学行けない、そんな時
代を許してしまった。

教育を個人の利益に矮小化すれば、自己の利益ばかりを求め、社会への関心や働きかけは置き去りにさ
わいしよう か

れる。北欧諸国の「教育は社会で支える」という理念を日本でも根付かせたい。

集会後藤沢駅で宣伝と署名 ご協力ありがとうございました

「ある学生の話ですが、母親から奨学金をもらっている人と付き合ってはだめと言われたと。もし結婚

したら、相手の借金返済で家計が苦しくなるからというのが理由です」と驚くのは、著書「希望格差社会」

のある中央大文学部の山田昌弘教授（社会学）。「日本は、親があまり裕福でなかったら大学へ行くなとい

う階級社会に確実に向かっています。さらに大学に行っても奨学金受給の有無が学生間に結婚格差までも

作り出している」と指摘する。
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